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ブラジル金融政策（2022年10月）
政策金利を据え置き、インフレ沈静化を待つ時間帯が続く

1/1

2022年10月27日

（出所）ブルームバーグ、大和アセット

各国の政策金利（実績と当社予想）

（％）

当面のブラジル国債は相対的に高いパフォーマンスが期待される

ブラジル中央銀行は10月26日（現地）、金融政策決定会合を開催し、政策金利を13.75％で据え置くこ

とを決定しました。同行は昨年3月から今年8月まで計11.75％ポイントの利上げを実施した後、インフレ

率のピークアウトが鮮明になる中で、前回9月の金融政策決定会合では13会合ぶりに政策金利の据え置き

を決定していました。

今回の声明文は前回と大差ありません。前回と同じく「今後も金融政策の調整は可能であり、インフレ

率が想定通りに沈静化しない場合は、利上げ再開を躊躇しないだろう」と述べていますが、9月の消費者

物価指数は前年同月比+7.2％と政策金利を大幅に下回っているため、インフレ率が多少上振れた程度では

利上げが再開される可能性は低いでしょう。世界的には各中銀が『いつまで、どこまで利上げするか』と

いうことが注目されていますが、ブラジル中銀に対する注目は『いつから利下げを開始するか』に移って

おり、当社を含め大半の市場参加者は、来年の半ばから利下げに転じると予想しています。

債券投資という点では、多くの国で年内、そして来年も利上げが行われる可能性が高いですが、ブラジ

ルは利上げの可能性が低いため、相対的に価格下落のリスクが小さいと言えます。加えて、すでに大幅に

利上げしたブラジルは金利（債券利回り）が高く、かつ来年以降の利下げ余地（≒債券価格の上昇余地）

も大きいため、ブラジル国債は投資魅力度が高いと考えられます。

ブラジルと米国の政策金利とインフレ率

（出所）ブルームバーグ

（％）
（政策金利：2016年1月初～2022年10月26日）

（インフレ率：2016年1月～2022年9月）

※当社予想は2022年10月17日時点※インフレ率は消費者物価指数・前年同月比
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（実績：2022年10月26日）
（当社予想：2022年末、2023年末、2024年末）


